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☆
出
か
け
る
前
や
就
寝
前
に
は
火
の

元
を
点
検
す
る
。

☆
マ
ッ
チ
や
ラ
イ
タ
ー
を
子
ど
も
が

手
の
届
く
場
所
に
置
か
な
い
。

☆
石
油
ス
ト
ー
ブ
使
用
時
は
、
燃
え

や
す
い
物
を
近
づ
け
な
い
。
ま
た
、

給
油
は
火
を
消
し
て
か
ら
行
う
。

問
消
防
総
務
課
　
☎（
61
）０
９
１
１

　対
象
の
方
に
は
12
月
上
旬
に
案
内
状
を
送
付
し
ま
す
。

　ま
た
、
町
外
に
転
出
さ
れ
た
方
で
出
席
を
希
望
す
る
場
合
は
、
12
月
27
日

（
木
）
ま
で
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
の
感
染
症
」、 

「
餅
等
に
よ
る
窒
息
」、「
飲
酒
に
よ

る
事
故
」、「
急
激
な
温
度
差
に
よ
る

ヒ
ー
ト
シ
ョ
ッ
ク
」、「
雪
や
路
面
凍

結
に
よ
る
転
倒
」
な
ど
に
よ
り
救
急

件
数
が
増
加
し
ま
す
。
い
つ
も
以
上

に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

　
年
末
年
始
の
当
番
医
は
、
広
報
お

お
い
そ
・
お
知
ら
せ
版
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
夜
間
な
ど
で
受
診
す

る
病
院
が
分
か
ら
な
い
場
合
は
、
消

防
署
に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

問
消
防
署
　
☎（
61
）０
９
１
１

▼
と
き

　
平
成
31
年
１
月
14
日
（
月
・
祝
）

13
時
30
分
～
15
時
30
分
（
受
付
12
時

50
分
～
）

▼
と
こ
ろ

　
大
磯
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
　
メ
イ
ン

バ
ン
ケ
ッ
ト
ホ
ー
ル

▼
対
象
　
平
成
10
年
４
月
２
日
～
平

成
11
年
４
月
１
日
生
ま
れ
で
、
平
成

30
年
12
月
１
日
現
在
大
磯
町
に
住
民

票
の
あ
る
方

12
月
25
日（
火
）～
31
日（
月
）

　
期
間
中
は
、
消
防
車
で
警
鐘
を
鳴

ら
し
て
火
災
予
防
を
呼
び
か
け
ま
す
。

●
火
事
の
出
火
原
因
の
一
位
は
放
火

で
す
。
放
火
を
防
ぐ
た
め
に
燃
え
や

す
い
も
の
を
屋
外
に
放
置
す
る
こ
と

は
や
め
ま
し
ょ
う
。

●
住
宅
用
消
火
器
と
住
宅
用
火
災
警

報
器
を
設
置
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、

設
置
し
て
10
年
を
目
安
に
交
換
し
ま

し
ょ
う
。

●
心
が
け
よ
う
！

☆
火
気
使
用
時
は
そ
の
場
を
離
れ
な

い
。

走る！！走る！！走る！！走る！！走る！！走 ！！
がが

走走走走走る走走走 �
　
10
月
23
日
（
火
）
明
治
記
念
大
磯
邸
園
明
治

１
５
０
年
記
念
公
開
式
を
旧
大
隈
重
信
邸
南
面

庭
園
で
国
土
交
通
省
、
神
奈
川
県
と
と
も
に
開

催
し
ま
し
た
。
小
雨
が
ぱ
ら
つ
く
空
模
様
で
し

た
が
、
式
典
前
に
は
雨
も
上
が
り
、
会
場
に
は

多
く
の
来
賓
が
み
え
、
と
も
に
公
開
を
喜
び
ま

し
た
。

　
今
回
公
開
す
る
旧
伊
藤
博
文
邸
、
旧
大
隈
重

信
邸
、
旧
陸
奥
宗
光
邸
は
近
代
国
家
を
め
ざ
し
、

立
憲
政
治
確
立
に
尽
力
し
た
明
治
の
偉
大
な
先

人
た
ち
の
邸
宅
で
す
。
公
開
式
を
行
い
ま
し
た

旧
大
隈
邸
は
明
治
30
年
に
建
て
ら
れ
、
譲
渡
す

る
ま
で
の
４
年
間
別
荘
と
し
て
使
用
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
旧
大
隈
邸
を
建
て
た
前
年
に
は
伊

藤
博
文
が
大
磯
に
滄
浪
閣
を
建
て
翌
年
、
大
磯

に
本
籍
を
移
し
ま
し
た
。
伊
藤
博
文
が
大
磯
に

来
た
こ
と
に
よ
り
多
く
の
政
財
界
人
、
文
化
芸

術
家
が
大
磯
に
別
荘
を
設
け
る
よ
う
な
り
ま
し

た
。

　
明
治
記
念
大
磯
邸
園
は
明
治
期
か
ら
現
代
に

続
く
町
の
歴
史
を
物
語
る
う
え
で
、
先
人
の
思

い
が
残
る
、
な
く
て
は
な
ら
な
い
特
別
な
場
所

で
す
。
こ
の
邸
園
が
町
の
み
な
ら
ず
国
や
県
に

と
っ
て
す
ば
ら
し
い
歴
史
遺
産
と
し
て
整
備
さ 

れ
、未
来
に
繋
げ
ら
れ
る
よ
う
、ま
た
、現
代
人 

の
疲
れ
を
癒
す
場
と
し
て
、
多
く
の
皆
さ
ん
に

愛
さ
れ
る
場
と
な
る
こ
と
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

明
治
記
念
大
磯
邸
園

明
治
１
５
０
年
記
念
公
開
式

年
末
・
年
始
は

�

救
急
が
増
加
し
ま
す
！

歳
末
火
災
特
別
警
戒
を

�

実
施
し
ま
す
！

成
人
式
を
体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か

　
こ
れ
か
ら
成
人
式
を
迎
え
る
、
16

歳
～
19
歳
の
方
で
、
成
人
式
当
日
に

受
付
な
ど
の
お
手
伝
い
を
し
て
い
た

だ
け
る
方
を
募
集
し
ま
す
。

　
希
望
者
は
12
月
27
日
（
木
）
ま
で

に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

着
く
ず
れ
直
し
コ
ー
ナ
ー
を
設
置

　
今
年
度
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ

ん
の
ご
協
力
に
よ
り
、
着
物
の
着
く

ず
れ
直
し
コ
ー
ナ
ー
を
会
場
内
に
設

置
し
ま
す
。
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
・
申
生
涯
学
習
課

　
　
　
☎
内
線
３
２
３

成
人
式
を
開
催
し
ま
す
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10
月
に
満
百
歳
の
お
誕
生
日
を
迎
え
ら
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
、
健
康
に
留
意
さ
れ
、
元
気
に
過
ご
さ
れ
ま
す
よ
う
お
祈
り

い
た
し
ま
す
。

叙 
勲

受
章
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

叙
勲
を
１
名
が
受
章

　
11
月
３
日
付
け
で
、
叙
勲
の
受
章
者
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

　
町
内
か
ら
は
１
名
の
方
が
受
章
さ
れ
ま
し
た
。
永
年
の
功
績
に
敬
意
を
表

し
、
ま
す
ま
す
の
ご
活
躍
を
祈
念
い
た
し
ま
す
。

問
政
策
課
　
☎
内
線
２
１
３

問
福
祉
課
　
☎
内
線
３
１
５

第31回危険業務従事者
叙勲

瑞宝単光章（消防功労）

福島 康夫 さん
元　大磯町消防司令

（生沢）

百
歳
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

山口 勝美 さん
（国府本郷）

神保 利 さん
（西小磯）

平成30年度大磯町
小学生交通安全ポスター

皆川　凌空

～
交
通
事
故
ゼ
ロ
を
目
指
し
～

交
通
安
全
町
民
総
ぐ
る
み
大
会宮代　康生

鈴木　雅人

　
石
井 

正
男 

（
北
下
町
町
内
会
）

　
増
尾 

州
司 

（
西
小
磯
東
町
内
会
）

　
波
多
野 

敏
明 

　 

（
西
小
磯
東
町
内
会
）

小
学
生
交
通
安
全
ポ
ス
タ
ー
入
賞
者

▼
最
優
秀
賞

　
４
年
　
皆
川 

凌
空 

（
大
磯
小
）

　
５
年
　
宮
代 

康
生 

（
国
府
小
）

　
６
年
　
鈴
木 

雅
人 

（
大
磯
小
）

▼
優
秀
賞

　
４
年
　
房
田 

侑
典 

（
大
磯
小
）

　
　
　
　
川
瀬 

蓮

 

（
聖
ス
テ
パ
ノ
学
園
小
）

　
５
年
　
澁
谷 

美
桜 

（
大
磯
小
）

　
　
　
　
佐
藤 

琥
太
郎 

（
国
府
小
）

　
６
年
　
折
山 

百
花 

（
大
磯
小
）

　
　
　
　
長
谷
川 

芽
那 

（
大
磯
小
）

　
11
月
10
日
（
土
）、
第
55
回
大
磯

町
交
通
安
全
町
民
総
ぐ
る
み
大
会
を

大
磯
町
保
健
セ
ン
タ
ー
で
開
催
し
ま

し
た
。

　
な
お
、
各
表
彰
者
は
次
の
と
お
り

で
す
。（
敬
称
略
）

交
通
安
全
協
力
者
等
表
彰

【
団
体
】

　
浜
田
畜
産 

株
式
会
社

　（
大
磯
二
宮
安
全
運
転
管
理
者
会
）

　
ア
シ
ス
ト
・
ク
ル
ー 

株
式
会
社

　（
大
磯
二
宮
安
全
運
転
管
理
者
会
）

【
個
人
】

　
柳
田 

和
幸

　（
大
磯
二
宮
安
全
運
転
管
理
者
会
）

　
村
上 

洋
子

　 
（
大
磯
二
宮
交
通
安
全
母
の
会
）

　
筒
井 
ワ
カ
子

　 

（
大
磯
二
宮
交
通
安
全
母
の
会
）

中
学
生
（
第
１
学
年
）

交
通
安
全
標
語
入
賞
者

▼
最
優
秀
賞
（
平
成
30
年
度
大
磯
町

中
学
生
交
通
安
全
標
語
）

　
自
転
車
に

　
　
　
　
乗
っ
た
ら
は
ず
そ
う

　
　
　
　
　
　
　
そ
の
イ
ヤ
フ
ォ
ン

　
宇
佐
美 

遙 

（
大
磯
中
）

▼
優
秀
賞

　
近
藤 

美
結
羽 

（
国
府
中
）

　
比
屋
根 

由
那 

（
国
府
中
）

　
大
山 

ら
ん

 

（
聖
ス
テ
パ
ノ
学
園
中
）

　
入
賞
作
品
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
て
公
開
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
覧

く
だ
さ
い
。

問
町
民
課
　
☎
内
線
２
３
７


